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第１２回文化ボランティアフォーラムを終えて 

 

今回の第１２回フォーラムは、昨年、新型コロナウイルス感染拡大で中止したテーマで、 

「どうなる⁈ これからのボランティア活動」を再現したものです。 

 終息の見えないコロナ禍の中、どの団体も「活動すべきかどうか」、あるいは「どう活動

すれば良いか」を模索している最中で、当日の参加者からいただいた巻末掲載のアンケー

トに「みんな同じ気持ちだというのが分かった」とか、「不安はあるが、前を向く気持ちで、

皆と連絡を取り合って活動を続けることが、大切」などの意見が見られるように、今回の

テーマはまさに時宜を得たものとなって安堵しているところです。 

また、事例報告をいただいた二つの団体の活動はことのほか好評で、いずれも前向き思考

で、やれることを諦めない行動が参加者の感動を生んだようです。 

この団体が選ばれたいきさつは、前年度の「コロナ禍と文化ボランティア活動」のアンケ

ート結果から選択させていただいておりますことを追記します。 

最後にフォーラムへ参加いただいた皆さまや、このフォーラム開催に関わっていただい

た方々へ、心より感謝申し上げます。誠に有難うございました。 
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